


「あんしん教 室
きょうしつ

」で学
まな

んだ皆
みな

さんへ 

今回
こんかい

のあんしん教 室
きょうしつ

で、皆
みな

さんはどのようなことが身
み

につきましたか？ 

危険
きけん

なこと、また、どうしたらその危険
きけん

から自分
じぶん

を守
まも

れるかということを分
わ

かってもらえたら、授 業
じゅぎょう

を 行
おこな

った隊 長
たいちょう

も嬉
うれ

しいです。 

 

この教 材
きょうざい

は、皆
みな

さんと学
まな

んだ「あんしん教 室
きょうしつ

」の内容
ないよう

をまとめていま

す。 

今回
こんかい

学
まな

んだ授 業
じゅぎょう

を思
おも

い出
だ

して、今度
こんど

は皆
みな

さんが家族
かぞく

の人
ひと

やお友達
ともだち

に

教
おし

えてあげてください。 

 

皆
みな

さんが、安全
あんぜん

な生活
せいかつ

を過
す

ごせるために・・・。 

隊 長
たいちょう

は皆
みな

さんを応援
おうえん

しています。 

ＡＬＳＯＫ
ア ル ソ ッ ク

より 
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出典：警察庁「令和６年の犯罪」を基に作成

【先生・保護者の皆さまへ】
子どもたちが犯罪に巻き込まれる悲しい事件があとを絶ちません。被害

者にならないためには、大人だけでなく、子ども自身にも防犯意識をしっか
り身につけさせる必要があります。防犯意識を身につけさせるには、怖がら
せたり、不安に感じさせたりするのではなく、「何が危険」で、「どうしたらそ
の危険から身を守ることができるのか」を子ども自身が判断できる力を養
うことが非常に重要です。
略取誘拐がどこで起きているか、場所別に見たのが、下のグラフです。あ

んしん教室では、被害発生の多い場所ごとに、成長に応じた授業を行ってい
ます。お子さんが、あんしん教室を受けて、どう感じたか、何を身につけたか
を、ぜひこの教材を基に話し合ってください。
本教材が反復学習のためのツールとして活用され、毎日が安全に過ごせ

ることを願っています。
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警察庁の統計によると、「略取・誘拐」や「強制わいせつ」の被害発生場所は、「道

路上」と「住宅」が多くなっています。これらの犯罪を防ぐためには、留守番する

児童自身が、危険を未然に防ぐ意識を持っておかなければなりません。中学年

向け「安心してお留守番」の授業では「留守番は家に帰る前から始まっている」と

いう防犯の心構えを、「いいゆだな」の覚え言葉にして児童に紹介します。

また、留守番中に大地震などの大規模災害が発生した状況を想像させ、家具等

の転倒・落下・移動を防ぐための対策や、避難場所、連絡手段等を家族と共有し

ておくことの重要性について学んでいます。「災害用伝言ダイヤル(1 7 1)」の使

用方法について、被災状況下で保護者が知りたい情報は何であるかを考え、所

定の30秒以内で話す練習を行っています。より安全に留守番ができるよう、ご

家族の方と話しあい、伝号を残す電話番号や、避難先を決めておきましょう。

守りのプロがアドバイス『ALSOKあんしん教室』
ALSOKグループが社会貢献活動として行っている出前授業。児童を
標的とした事件が社会問題となっていた2004年、地域の通学路を熟
知したALSOKの社員が教える「防犯授業」として活動を開始。2012
年からは学習を拡大し、「救急救命・命の大切さ」を、2019年より「イ
ンターネット」をテーマにした授業を、2023年からは「防災」をラインナッ
プに追加。これまでに全国で、のべ190万人以上の児童が授業を受け
ています。(2026年3月末現在）

子どもに声をかけて悪いことをしようとする人の誘い方には、大きく分けて5

つのパターンがあります。子どもにはできるだけ多くの事例を示し、「こんなと

き、○○ちゃんだったらどうする？」と聞き、実際に声に出して対応の練習をし

てください。

210




	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12

